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穆
天
子
西
征
鶴
識
の
性
質
に
就

い
て

勇

中

月

の
移

王

か
八
破

の
乗

を

駆

つ
て
面

に
巡

狩

じ
数

多

の
山

河

や

邑
落

を

渉
破

し

て
西

王

母

の
園

を

も
極

め

た
島

講

が

音

の
大
庚

二
年

波

家

に
夜

掘

さ

れ

た

と

言

は

れ

る
秘

天

子
体

に
牧

め
ら

れ

て

ゐ

る

こ
と

は
既

に
周

知

の

こ
と

で

あ

る
。

こ

の
所

請

移

王

西
征

に
開

す

る
停

読

の
文

那

正
■

に
現

は

れ

た
も

の
を
見

る
と
、

上
記

（
を

王

）
奏

木

紀

に

ャ
辻

父

以

喜

御
、

幸

於

周
滲

〓
、

得

暖

。
浦
駆

ｅ
騨

柳

。
験

耳

乏

搬
ぅ

西

逃

狩
、

染

市

忘

師
、

徐

修

工

作

飢
、

通

父
舟

移

王
御
、

長

駆

婦

周
、　

一
周
千

里
、

以

救

飢

」

と

あ

う
、

主

記

（
各

四

十

三

）
造

世

家

に

「
移

王
使

辻

父

御
、

西

巡

狩

、

兄

西

王

母
、

架

乏
忘

断
、

而
膝

に

王

反
、

移

王

日
馳

千

里
馬
、
攻

徐

優

王
、
大
破

之
」

と

あ

る

が
肝

心

の
用
本

紀

穆

王

の
性

に

は

巡

狩

に
開

し

て

い

何

の
記

事

も

な

く
、

そ

れ

と

思

は

れ

る

も

の
を

擁

せ
ば
、

怪

か

に
大

或

を

征

し

才じ
四

白

在

、

四

白

瞳

を

得

て
踊

つ
た

と

い
ふ

記
事

を

残

し

て
を

る

の
み

で
あ

る

ｃ
ま

し
史

記

周

木

紀

の
移

王
犬

戎

を

征

す

の
文

じ
聞

話

そ

の

他

に
擦

つ
た

も

の

で
古

く

よ

う
大

戎

一逗
征

の
言

ひ
偉

へ
が

あ

つ
た

の

で
あ

ら

う

。

文

秦

木

紀

及

び
遊

世

家

に
西

に
巡

狩

修

天

子

西

征

．伴

説

の
性

質

に
丸

い

て
（
市

川

”

）
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( 15 )

を

ス

予

西

征

は

説

の
性

質

に
抗

い
て
公
叩
川

ウ

）

一
九

四

の
記
事
の
現
は
れ
た
こ
と
を
も
つ
て
す
れ
ば
、
移
王
の
研
謂
巡
狩
も
司
馬
逮
に
よ
つ
て
投
か
に
肯
定
さ
れ
た
た
云
は
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
分
の
考

へ
で
は
移
王
が
巡
狩
し
た
と
い
ふ
律
読
は
、
そ．
の
長
侑
は
た
も
か
く
先
本
以
本
世
上
に

し
き
め
に
流
布
さ
れ
て
を
つ
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
た
赳
ふ
。
そ
れ
を
用
本
れ
に
明
記
せ
ず
泰
本
紀
班
び
に
也
世
家
に

書
か
れ
た
の
は
周
本
紀
の
移
三
の
大
戎
遠
征
に
踊
す
る
電
話
の
記
事
と
配
郎
す
る
の
を
避
け
た
の
に
よ
る
の
で
は
な
か

から
う
か
ｃ

を

天

手
俸

に

つ

い
て

は

小

川

頭

治

博

士

に
「
周

の
移

王

の
西

征
」
な

る
大
部

の
論

著

が
あ

う
、

そ

ｊの
書

物

の
内

容

は

主

と

し

て
地

名

の
考
・護

に
あ

つ
た

の

で
あ

る

が
穆

主

の
西

征

を

事

貨

と

見

微

し

て
を

ら

れ

る

の

で
あ

るて
。
自

分

は
修

正

の

解

説

の
全
部

を

信

ず

る

も

の

で

は

な

い
。
移

天

手

一枠

の
内
一容

は

如

何

や

う

に

も
解

群

出

本

る
多

岐

多

様

な

も

の

で

あ

る

。

且

つ
て

ア

ン
ノ

ｏ

マ
ス
ベ

ギ
孜

寝

に
よ

つ
て
移

天

子
俸

は
先

末

の
地

理
苦

を

悉

く

利

用

の
上
、

作

製

さ

れ

た

も

の

だ

と
論

断

さ

れ

た

こ
と

も

あ

つ
た

っ
久
小
し
自

分

は

こ
の
苦

の
中

の
或

る
部

分

が
母

に
地

理
書

と

し

て
論

じ

去

る

こ
か
ら

出

末

浪
も

の

が
含
ま

れ

て

ゐ

る
と

思

ム

の

で
柳

か
検

討

≡

加

へ
て
み

る

こ
と

に
し

た

ぅ
と

に
よ

つ
て
移

王

巡

狩

の
偉

読

が
如

何

な

る
性

唇
一を
有

し

て

ゐ

た

も

の
か
、

又
そ

の
員

偏

に
開

し

て

は

如

何

な

程

度

の
も

の
か
、

若

し
権

か

な

が
ら

と

雄

ど

も

そ

の
問

題

の
核

心

に
嫡

れ

る

こ
と

が
出

本

れ
ば

望

外

の
幸

と

思

Ａ

の

で
あ

る

。

次

に
便

宜

の
用
、

彦

王

西

征

の
巡

路

の
概

要

を

記

ろ

し

て

み

よ

う

。

こ

の
西

征

の
往
復

の
道

順

は
穆

天

子
作

大
各

の

ン
ン
設
ン
ン
設
艶
勲
ン
ン
ン
華
難
評
瑠
梁
設
・乳
苛
鶏
義
拘確

ン

ン

ヽ

運

ン
ン

ン

種

ン

ン

ン

ヽ

精

( l T )

か

ら

徒

つ
て
転

に

は
往
復

の
道
順

を

極

め

て
統

略

に
記

す

る

に
止

女

る

こ
と

に
す

る

。

「
移

王

は

そ

の
起

斯

よ

う
ま

河

を

渡

う
錨

山
を
雄

て
北

上

し

た
。
沖

水
、

釘

山
、

済

た

水

を
過

ぎ

雁

円

の
北

の
言

水

の

汁

を

准

て
大
戒

巳

調

の
円

に
至

つ
た

。

所

し

て

こ

卜
か

ら

西

に
向

ひ
那

人

の
邦

に

至

つ

た
。

こ

ヽ
で

河
宗

の
子

事
那

伯

禁

に
迎

へ
ら

れ
、

漆

澤

に

上

つ
た

。

そ

こ

ぞ

惨
澤

で
猛

を

舟

し
更

に
西

征

し

て
賜
紆

の
出

に
進

し

た

。

こ

ヽ
は
河

仙

ｏ

無

夷

の
居

住

地

で
あ

る
。

重

に
凍

て
荘

脹

な
窄

職

が
皆

ま

れ

た

。

河
〓

の
伯

天

は

こ

の
祭

う

に
興

う

彼

が
道

安
内

と

な

つ
て
西

征

を
頼

け

る

こ
ン
に

な

つ
た

。

そ

こ

で

八
駿

の
乗

を

駆

つ

て
技

浄
、

積

石

材

通

過

し

た

。

次

に
河

人

の
陽

に
膜

轟

を

封

じ
、

後

毘

命

の

丘

に
升

う
、

更

に
珠

澤

に
合

し
、

本

的

に
獲

う

次

に
赤

鳥

氏

の
邦

に
至

つ
た
。

此

庭

か

ら

北

に

向

ひ
洋

水

を

た

，

菅

奴

氏

の
地

に
入

う
、

黒

水

に
三

う
、

一ポ

エ

山

に
至

つ
た

。

秘

陵

を
経

て
攻

に
制

問

氏

の
鋤

出
に

至

う
、

郵

草
氏

の
野

に
出

て
手

行

の
地

に
て
朝

を
鳥

し
、

玄

池

に
体

み
、

苦

出
に
及

び
黄

鼠

出
を
経

て
西

王

母

の

邦

に
達

し

た
。
整

に
西

王

母
と

の
台

兄

の

願

末

が
あ

う
、

そ

こ
を
離

し

て

弁

川

に
オ

う
、

大

に

流

山

に
至

め
、

文

洋

水

に

至

う
、

群

鳥

所

生

の
噴

野

に
至

つ
た

。

こ

ヽ
よ

う
東

帰

し

て
成

口

の
出

に
め

き
智

氏

‘ノｊ
邦

に
至

う
、

束

商

に
向

つ
て
獄

水

ｉ

桂
、

更

に
八

統

出

に
至

つ
た

。

こ
れ

か

ら
束

征
を

頑

け

沙

行

を

渡

つ
て
積

出

に
至

つ
た

。

次

に
ね

水

に

至

う
蘇

谷

に

至
う
南
征
し
て
重
充
氏
の
西
一地
に
至
つ
た
っ
攻
に
西
膜
か
ら
八
破
を
進
め
て
正
苑
に
至
う
、
焚
留
的
に
オ
ち
市
征
し
て

陽
汗
の
束
尾
に
至
う
、
河
水
の
北
阿
に
進
ｔ
一′た
。
た
か
Ａ
≡再
ど
那
人
の
邦
に
麻
う
凛
澤
の
上
に
て
休
ん
だ
っ
於
走
＝
征

を

天
子
西
征

伴
市

の
性
質

に
就

い
て
（
市

川
”
）

一
九

五



郡

(lS)

移
天
予
西
征
は
主
の
性
質
に
就
い
て
（
市
川
坊
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
六

の
道
案
内
で
あ
る
伯
夫
は
邦
に
掘
つ
た
３
次
に
長
松
か
ら
・打
首
を
過
ぎ
大
掟
を
過
ぎ
て
釘
山
、
大
行
を
越
え
、
ま
河
を

渡
つ
て
宗
月
に
入
め
、
宗
用
の
問
を
祭
つ
て
か
ら
商
郊
に
怖
つ
た
」

こ
れ
が
移
王
西
征
の
往
後
に
経
過
し
た
と
い
ふ
通
順
の
大
要
で
あ
る
。

二

先
つ
移
天
子
両
一征
篤
読
の
性
管
【を
考
へ
る
順
序
と
し
て
そ
の
革
け
に
電
徒
し
た
人
物
が
如
何
や
う
な
性
質
の
も
の
だ

つ
た
か
調

ら
べ
て
み
た
い
。
移
天
子
体
に
現

は
れ
る
周
主
要
職
の
著
と
思
は
れ
る
名
は
、
井
利

。
郷
父
。
梁
回

ｏ
正

公

・
郊
父
・
逢
四
。
峯
矩

。
許
男
等
が
あ
る
っ
之
等
の
人
物
は
史
上
甚
だ
漢
然
た
る
存
在
で
あ
る
が
西
征
の
律
詮
に
於

け
る
徒
者
と
し
て
の
役
割
も
移
天
子
律
に
現
は
れ
た
と
こ
ろ
を
も
つ
て
す
れ
ば
剣
然
た
る
も
の
が
な
く
移
工
が
賛
物
そ

の
他
の
物
品
の
球
興
に
あ
づ
か
る
場
合
そ
の
名
比
出
す
の
み
で
そ
の
外
に
は
ま
づ
援

う
ガ
」
こ
ろ
が
な
い
と
い
つ
て
よ

い
。
然
じ
之
等
の
甚
だ
明
昧
を
換
く
人
物
に
比
し
て
西
征
に
出

現
す

る
者
の
中
、
多
少
張
う
ど
こ
ろ
の
あ
る
の
ほ
逃

父
、
狛
天
、
参
百
、
商
由
、
歌
陽
、
奔
戎
の
名
を
持
つ
者
を

あ
る
。
今
移
工
西
征
の
行
列
の
蔵
容
を
見
る
と
移
天
子
偉

企む　一　淳卜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

規
仲
白
八
破
之
乗
、
以
後
千
技
持
之
中
積
石
乏
商
河
、
天
子
之
峻
、
赤
暖
、
盗
願
、
白
義
、　
撤
輸
、

山
子
、　
堤

ま
、
華
曜
、
維
い
、
狗
重
、
工
徹
、
鼻
仕

一権
山
、
ま
市
巳
水
白
、
天
子
之
御
、
辻
父
、
三
百
、
歌
確
、
「
及

セ
あ
ち
ず
を
切
つ
記
事
は
も
つ
と
許
し
く
　
　
一！
！
！
　

　

　

！　
！

撃
一
一癌

講
ヽ

暮
篠

讐
′壮

匿
乗|

牟

暑ゴ更尋督房: 震そ

景告曇:言
う
宮旨骨|

右
、
攻
車
之
乗
、
右
取
案
責
而
左
陥
輸
、
右
盗
随
所
左
出
子
、
相
天
土
車
、
参
百
鳥
御
、
芥
戎
鳥
右
、
天
子
乃
途

商
翔
行
馳
駈
千
里

と
あ
う
、
歌
佑
に
こ
ヽ
に
彼
け
て
あ
る
声
列
子
屈
移
王
縮
に
も
前
後
の
記
車
を
除
け
ば
こ
れ
と
殆
ん
ど
獲
ら
ぬ
記
事
が

あ
る
こ
た
ゴ
馬
名
の
字
態
が
多
少
異
在
う
、
又
、
移
犬
子
■
に
商
由
と
あ
る
の
を
高
舌
と
作
つ
て
あ
る
”
が
注
意
さ
れ

支０
「）

尋兵婚壁ィ
』署糞老:
会沓葺極
作 ィi l 子筆

ぞ 十
t 生
夢: 芝

脅讐晋黒
良7 空讐
五宮古脅
亀  モ今
而  Ul  校  ｀
こン と  の  参
て  参  == 商

｀

角 子写 ゴri  ｀

うヽ
あ新“

ナ可   上   ヴ)  ヤこ

hイ  ツ  に  'こ
そ ツ  ヌこ 1庁i
7う ク   リ 内
車 で  ｀ 御
イ方 潰D  こ  者
そこ る  々し と
西己 が  に  な
し′ 自 精  う
た 分  舛夕 ｀
【〔1) ヤ=、  お掟 「||々
の 移  う  こ i
と 天  な  は
角早 句乙  き  示歩
す 得  八  王
る の  駿  の
フ)  記  t l  右
で 岳皆 乗  に
あ か  力  ゞ ,【
る  手歩  酉こ   う・
 王  置  ｀
そ 西  さ  次
の 布1 : ィと の
I理 に  た  車
「白 「在 ブ) に
は イ子 で  は
後 の  あ  伯
に ま  る  天
逃  要   ・  力 t

才ヾ   ブ(  言腎  =i三
る 午物 ンA と
こ を  ま  な
た 矛身 で  b
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程
天
子
西
征
存
論
の
性
更
に
就
い
て
会
中
川
ウ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八

硝
、
夏
官
大
司
馬
下
に
癖
右
、
誌
使
め
御
者
の
キ
名
が
あ
る
か
ら
参
も
若
か
ら
誰
し
た
も
の
で
、
峻
人
の
啓
丙
で
は
な

〓

か
ら
う
か
と
さ
れ
た
ッ
然
る
に
二
三
の
支
邦
人
の
計
に
か
へ
つ
て
商
由
を
も
つ
て
大
丙

（大
白
）
に
凝
し
て
ゐ
る
者
が

ロ

あ
る
。
却
ち
顧
女
氏
が
そ
の
移
天
子
年
西
征
誰
疏
の
中
に
商
西
を
読
明
す
る
に
持
つ
て
引
い
た
隊
逢
術
は

「
由
由
卸

大
丙
、
准
商
子
原
道
訓
覧
冥
訓
皆
云
「
大
丙
之
仰
名
だ
也
‐，
一言
ひ
、
本
諮
行
は

「
尚
由
今
丈
作
未
丙
、
十
之
善
側
者
名

也
」
と
言
ひ
孫
誇
誕
は

一‐自
由
き
作
奉
内
、
深
菩
或
微
有
省
獲
」
と
言
ひ
、
無
論
之
等
の
読
を
鳥
す
に
告
つ
て
は
、　
い

づ
れ
も
参
百
を
同
時
に
限
を
近
し
て
を
る
こ
と
に
問
進
ひ
な
か
ら
う
が
、
そ
れ
な
ら
ば
限
を
略
ず
れ
ば
恐
ら
く
古
く
大

丙
を
大
白
と
し
て
あ
る
そ
れ
と
参
百
と
の
細
似
卸
ら
小
川
ぼ
士
の
読
に
気
が
つ
く
管
で
あ
ら
う
と
思
ふ
が
些
か
も
参
百

に
嫡
れ
て
ゐ
な
い
ッ
商
由
に
就
い
て
は
小
川
博
士
ほ
束
音
に
作
つ
た
列
子
の
高
名
な
る
者
文
が
正
し
い
と
す
れ
ば
品
は

二

問
と
讃
む
故
に

（
史
記
月
本
紀
に
見
え
た
）
狛
阿
に
営
る
と
言
い
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
就
い
て
は
割
師
培

が
歌
備
を
も
持
ち
出
し
て
採
詩
談
が

「
商
商
富
作
キ
内
」
Ｌ
い
点
の
を
引
き

「
孫
計
泰
内
卸
耽
防
」
と
紹
介
し

「
兼
〔

古
未
宇
、
内
部
門
字
之
主
消
、
列
子
樺
文
子
鳥
楽
丙
、
此
共
確
誌
、
蓋
丙
率
古
モ
相
近
也
、
秦
却
大
僕
正
之
大
、
亦
局

ネ

大
義
、
秦
劇
典
伯
陶
義
問
、
松
大
岳
亦
名
侑
高
年
」
と
言
つ
て
あ
る
ぅ

是
寺
の
読
を
見
る
と
小
川
博
士
の
云
は
れ
る
参
百
ほ
太
白
郵
ち
大
丙
な
る
こ
と
よ
間
違
字
な
い
や
う
で
あ
る
３
又
清

の
字
者
が

一
様
に
百
由
は
森
丙
卸
ち
大
丙
な
う
と
好
群
―ン
て
ゐ
る
の
も
首
肯
出
本
る
。
而
し
て
そ
の
酉
由
が
鬼
記
周
本

郵
■
拐
ヱ
ヤ
抑
岬球
群
）
……と
「
！・一！！協
，影
説
―の
あ
彰
つ
・キ
抑
翠
抹
Ｉ
・ｌｉｔじィ
ず
綱
■
納
“

！！ぁ一，
ず
又
剃
師
培
が
準
と
丙
と
古
岳

ュ
村
ド
ギ
な
ど
＜
怪
理
，
４
在
ギ
げ
一玉
ぱ
塁
姿
輩
揺
樺
催
一中樺
讐
撲
壌
”軽
曜
鵜
擢
群
犠
鍵
戦
篠
騒

( 2 1 )

同

一
原

形

の
も

の
か
ら
参
百
、
大

丙

（
大
自
）
、
商
画

、
歌
物

等

に
慶

形
し
た

の
で
あ
ら

う
。
ス

こ
れ

に
接

つ
て
齋

丙
、

侑

観
等

の
人
名

も
出
来

た

の
で
あ

ら
う
。
小
川
輝

士
が
家
一百
を
大
丙
た
毎

し
、
商
固

を
侑
阿
と
馬

し
、
清

の
撃

著

が
菌

由

を
大
丙
郵

ろ
太
白

と
し
た

の
も
参

百
と
由
由

が
同

一
の
も

の
で
あ

つ
て
み
れ
ば
各

人
そ

の
同

一
の
ち
の
を

別

々
に
考

護

を
鳥

し
た

に
追

ご
な

い
こ
と

が
解

る
．

メ‐、
川
高

士

は
参

百

の
平

が
最

も
古

い
た
鳥

し
、
し
か
も
股
人

の
林

丙

に
凝

せ

ら
れ
た

か
自

分

は
走
等

の
異
牛

の
原
形

は
斎

伯

で
あ
ら

う
と
思

メ
、
の
で
あ

る
ｃ
率

は
か
川
ほ

士
も
述

べ
ら

れ
た
如
く
屈

溝
、
夏
官

大
司
馬
下

に
斉

右
、

斎
僕

と

い
Ａ
御
者

の
官

名

が
あ

る
か
ら
そ
れ
ル
一冠

し
た

も
の
に
相

進

な

い
。
そ
れ
な
ら

ば
下
字
を
鳥
す
伯

は
何

で

あ
る
か
を
逃

べ
る
必
要

が
あ
ら

う
ｃ
詩
経

の
小
雅
庇
鳴

の
車

攻

を
見

る
と

「
既

拍
既

哺
」

と

い
Ａ
記
載

が
あ

り
、

剣
玄

の
と

に

「
侑
馬
耐

也
」

と
あ

る
。
又
獅
雅
群

天

に
右

の
詩
経

の
句

を
拐
げ

て

一‐
既

ね
既
席

‘
巧

禁

也
」
と
群

し
郭
・班
の
よ

に

司
伯
祭
馬
記

也
」

と
あ

る
。
之

に
よ

つ
て
古

く
馬

を
察

る
は

々

が
あ

つ
た

こ
と

が
知
れ

る

が
許

経

の
大
雅

十
幸

一
に

コ
帖
」

と
見
え

て
ゐ
る
も

の
は

こ
れ

で
あ
ら
う
。
又

周
溝
夏

官

に

「
木
祭
馬
耐
執
駒
」

と
あ

る
が
、

そ

の
算
よ

に

「
馬
耐

天
珊
也
」

と
あ

り
、

こ
れ
は
二
十

八
宿

の
方

で
古
代
表

教

に
関

係

の
あ

る
天
階

に

ち
矢
ら

れ
た
も

の
で
あ
ら

う
。
さ

れ
ば
古

代

に
於

で
馬

に
開
す

る
宗

教
的
■
磯

が
行

は
れ
、

そ

の
住
式

に
伯
を
祭

つ
た
も

の
で

あ

る

こ
と

が
明
ら
か
で
あ
う
、

他

は
最

も
古

く
馬

碑
を
指

し
た
も

の
で
あ
ら
う
と
考

へ
ら

れ

る
。
足

を
裏

著
す

る

の
ほ

古
代

の
御
者

が
そ

の
名

に
伯
字

を
冠
す

る
者

の
あ

る

こ
と

で
、

恐
ら
く
馬
那
を
年

ん
だ
結
果

で
あ

ら
う
。
阿
語

普
語
九

卍

天
子
西
イ‐ｉ‥
“
話

の
性
質

に
就

い
て
（
古

川
”
）

一
九
九



中

〔足望)

程
大
手
西
“
は
論
の
性
質
に
就
い
て
介
巾
川
”
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一●
〇

の
キ
昭
注
に
接
れ
ば
普
の
進
南
子
の
仰
た
る
弧
無
正
の
キ
ヤは
伯
架
で
あ
る
。
伯
業
は
耐
ｆ、ま
で
も
な
く
名
仰
者
と
し
て

〓

名
高
い
が
刑
に
十
上
に
現
は
れ
る
有
名
衣
王
良
も
同

一
人
物
上
思
は
れ
る
ぅ
文
、
田
語
の
普
語

一
に
狐
突
と
い
デ、御
者

の
名
が
出
て
く
る
が
士
昭
注
に
掟
れ
ば
そ
の
年
十
岳
行
と
い
ぶ
っ
史
記
正
義
に
援
れ
ぼ
加
の
文
工
の
長
子
は
商
に
人
質

と
在
ｂ
対
の
御
と
な
つ
た
と
い

′
…、
が
名
と
偽
邑
考
で
あ
る
と
い

′
ｆ、ｔ
。
叉
、
十
経
同
■
の
両
命
の
茶
沈
の
生
鮮
に
援
れ
ば

「
移
王
命
伯
阿
、
馬
周
大
仕
正
」
と
あ
る
が
大
僕
は
仰
者
の
官
名
で
あ
る
か
ら
矢
峡
う
伯
間
は
御
者
名
に
相
違
な
い
。

新
く
の
如
く
伯
の
正
横
が
明
ら
か
に
な
つ
て
く
れ
ば
、
白
、
伯
「
通
ｆ
る
と
、
仰
才
名
で
あ
る
大
白
、
参
百
、
商
ャ問
、

歌
栃
の
最
も
古
い
形
ほ
森
佃
で
あ
る
と
し
て
過
談
な
い
と
は
ふ
．
そ
れ
故
、
小
川
博
士
が
大
白
の
白
を
百
の
設
宇
と
局

し！
だ
の
は
談
う
で
、
か
へ
つ
て
参
百
の
百
に
一時
侑
の
伯
と
問
子
で
あ
る
自
の
謀
手
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ぅ
衣
に
伯

天
に
就
い
て
い
伎
に
述
べ
る
社
合
が
あ
る
ガ
矢
張
う
オ
た
同
也
せ
、
文
ほ
特
に
馬
に
開
聯
し
て
を
る
意
味
で
伯
を
附
け

た
名
で
あ
る
と
比
枚
さ
れ
る
ッ
排
し
御
者
の
名
に
伯
年
を
定
し
た
の
と
、
む
し
ろ
後
の
こ
と
で
あ
る
。

奏
の
七
配
を
他
傘
と
存
し
、
夏
の
岳
を
伯
高
と
呼
び
、
校
と
極
あ
て
開
係
の
洪
い
も
の
に
伯
え
が
あ
う
、
同
の
先
人

の
中
に
百
作
、
大
化
の
名
の
見
え
た
の
に
なｉ‐
何
な
る
わ
け
で
あ
ら
う
か
。
主
し
伯
は
牧
語
主
業
時
代
に
於
け
る
族
長
の

冠
れ
に
用
ひ
ら
れ
た
の
で
に
な
か
つ
た
ら
う
か
３
（後
逃
す
る
如
く
奏
人
は
宋
語
Ｍ
の
取
扱
の
極
め
て
巧
み
な
る
こ
ン
ネ

特
長
で
あ
つ
イス

み
のヽ
種
族
の
耐
先
Ｌ
明
ら
か
に
遊
牧
賢
で
あ
る
こ
と
を
言
つ
て
る
キ先

又
西
伯
に
批
い
て
は
上
記
刑

芥
打
■
打
押
つ
イ
■

！飼
チ

！‐の在
ダ
般
つ
村
止
柿
・は

ｉ
れ
，
コ
ね
セ
枚
出
せ
ん
Ｌ
ｔ
て
約
に
美
女
と
共
に
肥
城
の
文
馬
、
有

( を′; 〕

次

に
辻

父

に
就

い
て
で
あ

る
が
、
逃

父

が
秦

の
記
先

で
あ

う
移

王

の
御

と
な

つ
て
西

征

に
従

つ
た

こ
と

は
許
キ

に
散

見

し
外

の
御

者

？
名
は
兄

え
な
く
と

も
辻

父
だ
け

は
必
ギ
移

王
巡
狩

の
中

読

に
附
随

さ
れ

る
。
史

記
本
木
紀

？
記
事

に

擦

つ
て
末

の
津

読
時
代

を
見

る
と
、

元
本
本
人
の
祀
先

に
ヽ
手

に
特

殊
な
投
能

を
所
布

し
て
ゐ
た
柾
族

で
あ

る

こ
と

が

一
見

し
て
解

る
、〉
史

記

の
秦
木

紀
を
見

る
と

其

（費
氏
）
玄
藤
国
貴
昌
、
子
孫
或
在
中
邸
、
或
在
東
独
、
安
昌
常
夏
突
之
時
、
去
夏
掃
商
、
馬
湯
付
、
以
敗
粂

を

大

手

西

在

枠

裁

の
性

質

に

抗

い
て
全
巾
川

”

）

二

〇

一



沖
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天
子
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質
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川
”
）
　
　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

一
一
〇

二

一
）

Ｃ
　
（
）

Ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
　
０
　
０

於
鳴

條
、

大
廉

玄

孫

日
孟
戯

中

行

、

鳥

身

人
言

、

帝

大

戊

聞

而

卜

之
、

従

御

古

、

遊

致

使

御

所
茅

之
、

白

大

虎

以

下
、

仲

行

之

後
、

近

世
有

功
、

以

佐

段

囲
、

故

航

姓
多

鞭
、

近

鳥

諸

促

、

共

玄

孫

周
中

渦

、

在

西

戎

保

西

モ
、

生

設

床

、

計

簾
一生

悪

本

、

撃
木

有

力
、

輩

床

善

た

、

父

子

保

以

材

力

事

股
対

と

あ
う
、

秦

人

の
配

先

の
中

に
は
費

昌
、

千
厳

（
中

行

）

の
如

く

馬

を

御

す

る

こ
と

を

も

つ
て

駿

王

に
仕

ヘ
カ
者

が
あ

う
、
「
輩

康

善

走

」

と

あ

る

の

は
蓋

廉

必
ず

し

私
馬

を
善

く

走

ら

せ

る
意

で
な

く

と

も
、

送

隔

の
地

へ
行

く

こ
と

の
早

い

音

に
解

さ
れ
馬

術

に
巧

み

な

る

こ
汁
ラ

一示

し

て

ゐ

る

も

の
と
考

へ
て
ま

し
支

へ
な

い
だ

ら

う

。
績

い
て
輩

廉

の
後
荷

大

幣

の
子
、

非

子

の
事

を

記

し

「
非

子
居

大

丘
、

好

馬

及
喜

、

羊

養

‐
ヨ
、
之
、

大

丘

人
言

之

用

孝

王
、

孝

王

召
使

車
巧

千

溺

消

之

間
、

馬

大

幕

思
」

と

あ
め
、

非

子

が
後
語

民

と

し

て
】長

し

て

ゐ
た

こ
と

が
解

る
。

そ

の
動

功

に
報

ゆ

る
古
，味

で
周

の
孝

王

Ｆ
非

子

を

奏

の
大

監

の
適

嗣

と

馬

さ

ん

と

試

み

た

が
既

に
大

酷

に
い
中

使

の
女

が
生

ん
だ

適

嗣

が

あヽ
り
、

中

優

の
具
陳

に

依

つ
て
そ

の

こ
と

に
沙

汰

や

か

に
な

つ
た

と

い
メ
、
の

で

あ

る

が
、

こ

の
時

の
中
侯

の
言

に

「
十

我

先

郡

出

之

女

局

戎

告

軒

妻

生

中

漏
、

以

利

故

師

用
、

保

西

垂
、

西

重

以
共

故

和
睦

、

今

我
復

典

大

梯
妻

、

生
適

子
成
、

中

臨

重

婚
、

西

戎

皆

服
、

所

以

鳥

王
、

三

玉

間

之

」

と

あ

る
。
非
一子

の
利

は

大

臨

と

い
ふ

こ
と

に
な

つ
て

ゐ

る

が
、

処

れ

田

よ

う
馬

に
欄

硫

し

た
名

の
人
物

に
相

進

な

い
。
同

じ

秦

本

紀

の
中

に
大

権

に
開

し

「
西

景

反

王
室

減

大

丘

大

艦

之

族

」

と

い
ひ

一，大

孫

地

大

丘
」

と

い
ひ
、

大

幣

が
■

に
術

人

名

を

指

し

た
も

の
で

は

な

さ

そ

う

で

珂
中

係

古

椿
」

と

い
点
中

使

・
つ
マ

チ
あ
推

ｔ
て
拷

べ
て

も
際

は
家

の
極
族

の
降

名

で
あ

る
ら

し

く

奏

人

が
陥

の
別
梅

を

持

つ
て

ゐ
た

も

の
と

思

は

れ

輝
賤
運
窪
壌
健
槌
睡
寵
雇
ン
鶴
瑾
雇
ン
曜
ン
礁
ン

(25)

活
を
途
る
遊
牧
民
で
あ
つ
た
こ
と
が
解
る
。

新
様
に
馬
を
密
護
な
欄
係
の
あ
る
証
族
中
よ
う
逃
父
の
如
き
取
に
巧
み
な
る
人
物
が
出
現
し
た
こ
と
に
何
年
不
思
議

と
な
い
，
本
本
紺
だ

「
差
父
以
孝
御
、
幸
於
移
Ｆ
、
得
席
丁
滞
焼

。
障
研

。
駿
耳
之
Ｗ
、
西
沌
狩
、
業
所
忘
時
、
徐
便

工
作
飢
、
造
父
局
程
王
御
、
長
瞬
怖
用
、　
一
日
千
里
、
以
及
乱
、移
工
以
也
城
封
造
父
」
と
あ
う
、
移
天
子
伸
や
列
子
用

移
王
柿
を
み
て
ヽ
造
父
は
御
を
き
く
す
る

の
ル
一以
て
移
王
に
従
つ
た
こ
と
に
な
つ
て
あ
る
の
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
茶

人
の
祀
先
の
密
性
を
も
つ
て
す
れ
ば
造
父
は
単
に
干
常
の
恢
者
た
る
に
止
女
ら
ず
絶
交
な
る
馬
の
率
隅
家
で
あ
つ
た
の

で
は
な
か
ら
う
か
ｃ
管
子
（
巷
第
二
十
）
形
執
解
に
は

「
逃
父
善
御
朽
者
也
、
孝
刑
共
馬
、
節
其
微
食
、
た

…二十ｔｉ
馬
力
、
幕

共
足
走

≒
と
あ
う
≡
」
と
よ
う
造
父
は
俸
読
的
の
人
物
た
る
を
兎
か
れ
な
い
が
本
人
の
馬
に
開
す
る
単
富
な
俸
識
か
ら

雄
し
て
考

へ
て
も
朽
事
に
精
通
し
た
人
物
と
見
微
さ
れ
る
。

っ
い
で
に
こ
ヽ
で
奔
戎
に
舶
れ
る
の
も
無
駄
で
は
な
か
ら
う
。
移
天
子
偉
を
三
に

「
辛
丑
、
天
子
掲
子
沙
中
、
求
歓

未
至
、
七
孝
之
よ
日
、
高
奔
戎
剰
共
左
惨
之
頚
、

取
共
席
血
以
歓
天
子
、　
天
子
美
之
」

と
あ
う
、　
拡
に
始
め
て
奔
戎

の
名
が
現
ほ
れ
て
を
四
の
記
事
で
工
天
子
の
攻
車
の
ね
天
の
オ
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
奔
束
の
風
習
に
は
特
異
な

も
の
が
あ
る
。
晴
馬
人
が
渇
を
止
め
る
に
そ
の
乗
も
の
項
の
血
を
取
つ
イ」吸
飲
す
る
瓜
習
よ
漢

人
の
間
に
は
存
在
せ

ず
、
郭
荘
の
た
に

‐今
両
方
充
胡
刑
馬
鴨
、
取
血
欲
、
鴻
赤
倉
」
と
あ
る
如
く
戎
独
の
風
笹
に
虎
す
る
も
の
で
あ
る
。

を
天
予
西
在
■
誠
の
性
質
に
就
い
て
金
中
川
”
）

二
●
三
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一
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四
乃

元

代

の
装

吉

人

に

こ

の
風

笹

だ

博

つ
て

ゐ

る

こ
と

は

Ｐ
ゴ

ど

料
）ュ
ｏ

の
記

述

に
明

ら

か

で

あ

る
。

又

だ
≧

五

ン
Ｆ

ｉ

の
排

し
た

職

方

外

記

に

一‐中

関

乏

北
、

通

西

一
朴

、

高

抵

敗

難

巴
、

保

名

雄

商

抑
一、

英

地

江

河

絶

少
、

卒

土
多

抄
、

気

候

極

寒
、

各

月

■

雨
、

入
夏

枚

雨

、

僅

浸

土

而

己
、

人

卒

得

逓

歴

共

地

、

道

途
批

渇
、

帥

判

所

乗
馬

、

距

品

市

欽

」

と

・あ

る
と
言

ふ
か
ら
家

古

以

西

「吾

承

争

巨

地

方

に

か

け

て

騎

馬

に
長

ず

る
民

族

の
間

に
古

く

よ

う

存

在

し

力
風

密

で

あ

つ
た

の
だ

ら

う

。

こ

ヽ
で
注

意

を

要

す

る

の
と
、

こ

の
式

独

特

右

の
風

督

を

も

つ
た
外

夷

の
人
物

が
移

工

の
遠

征

に

電
従

し
′
た

こ
≡
キ
．あ

つ
て
、

前

記

の
や

う

な

特

長

を
記

述

さ

れ

た
外

夷

で
あ

る
た

こ
ろ

に
そ

の
騎

馬

に
長

し

た
特

性

が

表

現

さ

れ

て
を

い
、

且

つ
奔

戎

と

い
ふ
名

か

ら

し

て
既

に
を

れ
自

球

の
特

性

を

現

し

た

も

の

に
外

な

ら

な

い
ぅ
奔

成

と

女

■

ら
ｉ

名

で

と

な

か

ら

う

。

囲

以

上

に
よ

つ
て
移

王

西

征

に
管

つ
て

そ

空

早
傍

に
癌

従

し

た

人

物

の
性

官
が

多

少

は
明

ら

か

に
な

つ
た

と

信

ギ

る

が
、

辻

父

の
外

に
皆

伯

字

を

冠

し
、

奔

式

と

い
ふ
一特
異

在
外

夷

の
名

の
出

て
く

る

の

に
よ

つ
て

も
、

え
等

の
人

物

が
始

ん
ど

画

有

の
人

物

で

に

な
く

企

く

侵
証

の
人

物

ｒ

停

天

子

侍

の
作

者

に
刺

存

さ

れ

た

も

の
と

比
批

さ

在
け

れ

ば

な

ら

な

い
。

然

し

な

が
ら
、

拡

に
見

逃

す

こ
と

の
出

来

な

い
こ
と

は

何
故

移

天

子
一山
征

に
富

つ
て

そ

の
車

け

に
雹

徒

し

た

も

の

の
名

に
伯

を
定

し′
そ

の
名

に
特

性
を

現

は
す

介

成

や
辻

父

の
如

３

人
物

を

配

し

た

か
。

折
芥
ず
〓
張
つ
と
あ
・初
者
セ
そ

―
の
！競
耳
つ
方
に
乗
つ
て

……王あ
守
離
セ
塙
す
者
は
、
そ
れ
が
凋
泄
五
ぞ
に
ヽ
数
多

‐の
官

罰

誌
卦
姦
！者
主
一一勢
註
訂
摯
嘉
一筆
〓
筆
オ難
〓欝
空
一言
華
一↓嘉
姦
一
予華
ゴ
章
ま
斉
罪

封
≡井
！子
十
１！ｉ！……

」一穀
革
準
社
〓
≡≡一甘
一

戒
右
を
司
る
人

四
な

手

に
於

て
比

の
成

蓉

を
示

一十〔
！
一ユ
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西
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六

す
こ
と
は
特
に
，
要
だ
つ
た
こ
と
も
推
測
出
本
、
之
に
な
つ
て
考

へ
て
も
御
孝
も
車
右
も
王
使
の
最
も
高
位
鞭
官
の
者

が
そ
の
行
に
ま
つ
た
に
相
連
な
み
つ
た
．
古
代
天
子
の
車
傍
に
Ｅ
徒
す
る
者
の
重
要
な
る
こ
と
は
大
凡
斯
く
の
如
き
も

の
で
あ
つ
た
。
そ
れ
故
、
此
の
鞘
か
ら
移
王
の
巡
狩
の
叶
！官
｛を
剣
断
し
よ
う
と
試
み
る
の
も
、
あ
な
が
ら
的
を
外
れ
た

こ
と
で
に
な
か
ら
う
と
は
ふ
。
卸
ち
そ
の
車
け
に
信
徒
す
る
者
の
性
質
か
ら
維
し
て
、
移
王
のｔ
巡
狩
が
彼
畜
主
業
時
代

に
於
け
る
何
等
か
の
行
手
が
後
世
に
ま
で
偉

（
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
た
疑
は
れ
る
の
で
あ
る
ｃ

小
川
惇
士
ほ
移
王
西
征
の
性
質
を
逃
べ
て
、
そ
の
重
要
な
る
目
的
の

一
が
西
上
の
雑
多
な
る
部
落
の
行
長
に
姫
三
の

富
力
と
兵
力
を
示
し
て
成
朕
す
る
角
で
あ
つ
て
、
一後
世
行
家
の
所
謂
巡
狩
に
相
音
す
る
王
者
の
行
手
た
る
に
疑
を
入
れ

る
鹸
地
な
く
、
し
か
も
そ
の
目
的
に
決
し
て
戦
争
で
な
い
た
同
時
に
胡
兵
卸
ち
武
威
と
輝
か
し
て
座
服
す
る
意
味
が
含

十
一

ま
れ
て
あ
る
と
諭
せ
ら
れ
た
。
自
分
は
此
の
解
群
が
全
く
皆
を
得
て
ん
な
い
と
は
思
は
な
い
が
、
若
し
斯
か
る

一
大
北

間
が
あ
う
得
た
と
し
た
な
ら
ば
単
に
周
害
あ

武
成
を
輝
か
す
馬
に
の
み
行
い
れ
た
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
も

つ
と
賛
除
的
な
動
機
と
目
的
が
存
し
て
を
つ
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
玉
じ
巡
狩
Ｌ
縫
世
に
至
る
迄
帝
工
の
成
巌
を
示

す
上
に
於
て
必
要
侠
く
べ
か
ら
ぎ
る
行
事
と
馬
さ
れ
た
。
主
記
五
帝
本
紀
、

童
帝
の
惟
に
巡
狩
の
記
事
と
思
は
れ
る

も
の
が
あ
り
、
書
経
舜
典
及
び
史
記
五
帝
本
紀
に
尭
及
び
家
の
四
方

巡
狩

が
あ
う
、
夏
本
紀
に
高
の
巡
狩
が
あ
う
、

ヌ
、
用
本
紀
に
は
武
王
が
渋
の
村
を
討
つ
て
西
に
脈
ｂ
つ
ヽ
狩
を
鳥
し
た
と
あ
う
、
又
用
の
昭
王
も
南
に
巡
狩
し
た
と

あ

つ
、！
そ

の
外
、

た
停
昭
公
五
年

に
は

「
大
有
巡
功
Ｌ
と
見
え
、
詩
経

の
周

頌

の
周

初

の
政

治
を
記

歌
し
た
と

こ
ろ

ン

ン

ン

瞳
ン
ン

魔

ン

が

襲
ン

が

爆
犠
曜

事
≡
≡
〓

逆3 )

巡
冷

ク

記
事

は

巡

な

が
儒

衆

の
政

治

の
理

想

に
ま

で
押

し

進

め
ら

れ

た

形

十
一示

し

た

も

の
で

孝

経

舜

典

や

蒔

記

王
制

の
逃

狩

の
記

事

に

そ

の
最

も
代

表

的

な

も

の

で
あ

る
、
　

こ

の
意

味

に
於

て

末

の
始

皇

も

漢

の
話

帝

も

各

所

を

巡

竹

し

た

。

之

は
太

古

の
市

王

の
巡

狩

に
開

す

る
障

識

に
範

を

仰

い
だ

も

の

で
あ

り
後

世

に
至

る

迄
、
市

主

の
様

大

き

を

誇

示

す
る

手
段

と

し

て
角

さ
れ

た

。
き

て

一
方
、

移

王

の
西

征

に
北

い
て

も
上

記

本
本

紀

及

び
出

世

家

に

「
西

巡

狩

」

と

め

る

の

に

よ

つ
て
右

代

帝

王

の
所

認

巡

狩

と

一郁
せ
ら

れ

た

も

の

に
該

営

す

る
作

読

で

あ

つ
た

こ
と

が
認

め

ら

れ

る

。

そ

れ

守
汁

しt

壮

ヤヽ

力年

の

r)

る

の

希イ
'i'ti∫

ガ蜜

丼! ! !

天

な

| や
｀

月く

も
‐
口

く
巡
狩
そ
の

も
の

は

女i ]
↑丁
な
つ

こ

声、  日
の  本
1点  言吾

度 の
しヽ すさ
i !質 待
土  を
を 意
lr !味
す す
る  る
克す も
主  の
が  で

場 最
ナフ子 ギ、
を ~占

へヽ  牙手 司  を

=  独 各 鳥

斌念猪吉
し の 狩 ヵざ
て テ炭 L  日

ゆ 態 及 的
く に  び  で
こ あ 再 ぁ
と つ  火  っ
と た  日  た
″十 日手 鳥   ら
!ゴ  十監  よ手  う
手し  に   L   ヵ

た(:)起 を   つフ
つ  ひ 小

古  た  き  メ|「

森韮潜! 置
ぢ武 で の は
の ぁ 意 狩
イ子 Ⅲ  l明〔 な
lよ  ｀ と  る
イし 革生 力1 言吾
た よr せ  の

らゝ
れ

単
一
い

こ
と

は
詩
准

小
雅
魔
鳴

の
車
攻

の
■

に

「‐照
車

既
好
、

四
牡
孔
阜
、
束
布
市
車
、
付

言

行
狩
」

と
見
え

て
そ

の
さ
か
ん

な

る
様

子

の
孝
苛
た

る
も
の
が
あ

，ス

左

は
、
囲
語
等

に
も
な

備

の
記
事

Ｌ
多
く
兄

え
て
あ
る
。
≡然

じ

小
川
Ｗ

士

の
引

か

れ

た
柄
雅
梓

天

の

「
木
独
局
死
、
吏
独
局

苗
、

秋
筑
鳥
獅

、
各
坑
局
持
、
符

画
舟

凍
．
火

田
得
狩
」

と

い
ふ
記
批

を
児

て
も
、

こ
れ
と

陥
ナ
内
容

の
等

し

い
た
停

店
公
五
年

の
亨

本
苑
、
夏

苗
、
秋
獅
、
各
狩
、
地
串
於
整
瞭
以
誘

事
也
」
と

い
ふ

記
事

を
見

て

も
こ
の

一
狩

一
の
記
事

が
材

式
的
綬
逃

で
あ

る

こ
と

は

一
目
瞭
然

た

る
も

の
で
あ

る
。
「
大

田
局
狩

」
と

い

を

丈

子

西

任

倅

た

の
性

質

に
抗

，
イ
を
ヽ
‐――

，

）

十
一
（じ
七
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西
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八

ふ

の

と

一
つ
の
位
■

方

法

を
示

し

た

も

の

に
過

ぎ

な

く
、　
こ

れ
を

以

て
大

者

の
一
狩

ｉ」
の
安

態

を

筑

ふ

り
は
柳

か
空

営

を

餃

く

や

う

に
思

Ｌ
れ

る
こ

た

分

は

そ

れ

た

い
多

少

見

解

十

異

に
す

る

も

の

が
あ

る
か
ら

こ

ヽ
に
記

る
し

て

み

よ

う
。

五

一
般

に
者

文
献
あ

猛

〓
言

ョ

”
に
開

す

る
キ

句

の
用

と

を

見

る
と
、

そ

の
使

用

法

は
話
書

に
よ

つ
て
異

つ
て

と

る

。

恭

秋

左

氏
偉

と
者
一通

に

と

一‐
狩

生

の
字

を
使

び
、

閉

語

は
大

増

「
田
」

の
牛

を

使

ひ
、

た

ぜ

一
仙

済
、

若

語

中

に
「
獅

！
一

字

に

し

て
を

る
と

こ
ろ

が
見

え

る

に
通

ぎ

な

い
。
詐

種

に

よ
馳

風

に

一
不
狩

不

猛

」

と

見

え
、

孟

手

（
梁

志

ｆ

下

）

に

は

一
王

ノ

画

猛

」

と

見

え
、

や■
記

に
な

る
と

例

外

は

あ

る

が
主

と

し

て

「
猫

」

手

を
使

つ
て

る

る
。
以

上

は
大

ナ‐
ど
の
引

例

に
過

ぎ

な

い
が
狩

独

と

い
ひ
酎

塩

と

い
ひ
舷

密

に

去

へ
ば
、

本

茶

こ

の
言

葉

は
使

ひ
分

け
ら

れ

な

け
れ

ば

な

ら

な

い

も

の

で
あ

る

。　
一
般

的

に

」卜
を

き
完

材
一示

す

語

は

一‐付
ｒ

が

正

し

い
。
術

、

狩

猫

日

猟

ほ

〓
侯

の
大

が

か

ら

な

猫

を

指

す
も

の
で

あ

つ
た

こ
と

じ

百
を

侵

た

な

い
。

春

私

の
経

文

を

見

る
と

王
使

の
猛

場

は
常

に

一
定

し

て

を

つ
た

ら

し

い
ｃ
経

文

の
計

よ

に
於

て

い
　

狩

」

と

い
点

の

は
、

こ

の
動

詞

一
つ
で
既

に
常

時

知

ら

れ

て
を

つ
た

一
定

地

正

に
於

て

の
独

を

示

す

も

の
で
あ

つ
て
例

へ
ば

牲

断

の
記

事

を

見

る
と

「
経

十

右

四
年

末

西

狩

任

慨
」

と

あ

少

左

氏
陣

に

よ

つ
て

苦

々

は
と

の
狩

ガ
「
大

野
′千
・
の
狩

で
あ

つ
た

こ

と

を

知

る

。

そ

れ

に
反

し

て

一
定

の
演

場

で

な

ど
ヽ
異

つ
た

地

ｈ

の
油

場

へ
行

く

場

合

に

ド
本

私

の
経

文

は

そ

の
地

名

を

詔
瓢
設
緊
部
輸
革
新
飾
彰
岬許
華
翠
抄説一
那
却摯
妹布
月な
狩
子郎」
と
地名
を恐
げ
て
ゐ
る。杜
氏
の注
γヽ見

一一・！
一一！！・
車一
！一・
！！！！■
≡・一！！一一！≡
！一一一
！一ヤ一・！！

！！！！！一

！！
！！一一！！

・
・
・！！・
　

　

・

能
な
、
，あ
ら
ゆ
る
平
を
作
Ｄ
上
げ
た
も
の
で
あ
る
こ

荘

人
子
西
征

年
話

の
性
質

に
抗

い
て
（
市
川
〓
じ

は
っ
て
考

へ
る
と
奏
風
、
車
邦
の
詩
の
序
の
文
は
四
、
狩
に
相
当

二

〇

九

( 号1 )
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を
天
子
西
征
煤
読
の
性
質
に
航

い
十六
市
用
”
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一〓

Ｏ

す
る
志
と
し
て
同
音
語
の
間
、
間
を
使
つ
た
も
の
で
あ
ら
ム
。
却
ち
狩
ほ
田
と
共
に
或
る
地
厘
を
示
し
た
語
下
あ
う
、

独
場
で
あ
る
題
が
疎
吉
の
衣
工
れ
た
場
所
で
あ
る
と
同
洋
だ
獣
語
の
を
つ
た
場
所
を
示
す
語
で
は
な
か
ら
う
か
と
考
へ

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
改
、
狩
独
と
い
ひ
買
独
と
言
ふ
の
は
、
本
本
狩
に
於
て
の
猛

で
あ
う
、
田
に
於
て
の
櫨

を

示
す
も
の
Ｔ
、あ
る
。
従
つ
て
ヽ
狩

（
守
ツ
と
い
点
の
も
あ
る
特
定
の
地
に
を
巡
る
行
事
を
指
し
た
言
葉
が
理
化
し
て
本

た
も
の
で
あ
る
と
考
合
り
れ
る
。

小
川
悼
士
も
空
け

ら
れ
た
が
文
逃

谷
を

一
）
班
一関
の
東
都
賦
の
巡
狩
の
字
の
李
善
と
に

一‐巡
狩
者
何
、
巡
者
循
也
、

狩
牧
也
、
謂
天
子
巡
行
守
枚
也
」
と
い
Ａ
博
記
逸
泄
の
文
が
引
用
さ
れ
て
あ
る
。
班
回
の
白
虎
適
徳
論

（
各
之
下
）
巡

狩
の
係
に
も
こ
れ
と
略
ｆ同
様
な
文
が
あ
つ
て

「
王
者
所
以
巡
狩
者
何
、
巡
者
循
也
、
狩
牧
也
、
舟
天
下
循
行
守
牧
也
」

と
あ
る
。
こ
の

「
狩
彼
也
」
と
い
去
歳
明
の
あ
る
の
に
よ
つ
て
自
分
の
言
は
ん
と
す
る
と
こ
ろ
に
逮
じ
得
ら
れ
る
や
う

に
は
ふ
の
で
あ
る
ぅ
こ
の
牧
を
牡
場

こ
解
す
る
の
外
ほ
を
ふ

ぅ
狩
は
も
と
顎
語
を

一
定
の
場
所
に
保
有
し
て
あ
な
状
態

を
文
字
で
言
ひ
麦
は
し
た
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
。
一柳
ち
竹
〓

あ
る
。
謂
ふ
女
で
も
な
く
遊
化
民
と
雌
も
外
敵
の
優
冠
も

し
く
Ｌ
特
別
の
事
一時
の
な
い
限
う

一
定
地
匝
を
雑
れ
る
も
あ
で
は
な
い
Э
無
論
そ
の
生
活
は
な
草
を
通
ひ
潔
地
を
求
め

季
節
に
従
つ
て
技
地
■
異
に
し
て
め
く
が
槻

ね
そ
の
移
動
の
範
囲
は
た
つ
た
も
の
で
彼
等
の
最
大
な
る
財
産
で
あ
る

キ
、
牛
、
巧
年
の
大
家
毒
洋
を
擁
し
て
、　
す
づ
れ
も
そ
の
尭
本
的
な
る
居
所
帥
ち
牧
場
を
有
し
て
を
つ
た
。
況
や
，既
に

ン
ン
ン
ン
勤
ン
設
艶
契
摯艶
説
抑
謝
章
予説
・弱
■
馬
一・塔
塩
ギ
端

( 33 )

る

奮 滞 森 岩

岩宮昏,
奏象言讐
亀 ・単 単 予!｀
故 禁 て

王 江  地  攻
巡 云  な  の
lfテ   ｀
   ｀
  女田

だニ  ア1  言胃  く

報輩春啓
共 就 之 て
7 1 , 祭

ィ白 ゐ
主  也  宜震 る
日  ｀ _ l 1 1  3
｀
就  ｀

言番 宅モ 転モ
侯 則  山
之 是  丘
盟 甜  f唆｀
 王  ブ|へ
チt デL   ｀
碑 な 〕= 7r7

主 及 禁
山 話  川
ブi! イタと ,危｀
之 才

則 猟  ｀
工 祭  諸
官 也  使
之  ｀  之

伯
、
含
諸
侯
而
盟
、
其
郡
主
月
…
…

こ
れ
を
児
る
と
巡
狩
に
際
し
て
天
子
に
よ
つ
て
祭
天
の
伐
式
が
行
は
れ
、
伯
に
よ
つ
イ
・祭
地
の
儀
式
が
行
は
れ
又
計

侯
に
よ
つ
て
山
川
の
祭
う
が
行
は
れ
た
。
新
く
の
如
く
天
地
及
び
出
川
の
市
を
祭
つ
た
の
が
天
子
、
伯
、
諸
侯
の
各
人

で
あ
つ
た
こ
と
よ
う
禁
す
る
と
支
那
に
古
く
固
有
の
三
牙
の
思
想
が
多
少
含
蓄
さ
れ
た
説

明
で
は
な
い
か
と
疑
は
れ

る
．
併
し
逃
狩
に
王
官
の
伯
の
随

行
が
必
要
で
あ
つ
た
こ
と
は
否
み
得
な
い
。
書

経
舛
典
を
見
る
と

「
茂
二
月
束
巡

狩
、
至
予
岱
宗
、
失
望
秩
子
山
川
、
計
観
東
后
、
協
時
月
、
正
日
、
同
律
度
量
衡
、
修
五
陀
、
五
五
三
鳥
、
二
生
、

一

死
贄
、
如
王
器
、
手
乃
復
五
月
商
巡
狩
、
至
子
商
岳
、
如
岱
溝
…
…
」
と
あ
り
、
詩
経
の
周
頌
清
姉
の
序
に
「
峰
適
巡

守
告
祭
柴
望
地
」
と
あ
り
、
史
記

（窓
二
十
八
）
封
薩
書
に

「
巡
狩
封
群
事
」
と
あ
う
、
巡
狩
と
封
藤
が
連
枢
さ
れ
て

を
る
の
を
見
れ
ば
古
本
巡
狩
と
天
地
、
山
川
を
祭
る
行
事

が
離

れ
靴
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
解
る
。
又

一
方
、
管
子

移
天
手
西
イ‐Ｅ
峠
減
の
性
質
に
就
い
て
（市
川
”
）

一十
一
一
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( ]4 '

移
大
手
西
ば
伴
註
の
性
質
に
抗

い
ヤ．↑
丁
川
身
》
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一
〓
一

行
を
十
六
）
封
碑
怖
に
封
群
が
最
古
の
話
市
王
の
必
須
在
る
行
事
と
見
枚
さ
れ
て
い
う
、
そ
の
祭
う
に
４
費
を
供
十
儀

式
が
件
な
ふ
の
を
以
て
す
る
と
封
耐
は
原
始
的
自
然
共
弄
の
道
風
が
偉
つ
た
も
の
で
六
ウる
こ
と
が
解
る
。
従
つ
て
是
等

の
巡
狩
封
薩
の
記
事
余
牌
が
多
少
作
節
さ
れ
、
形
の
愛
つ
て
水
て
あ
る
路
も
あ
ら
う
と
は
ふ
が
、
皆
非
常
に
古
い
時
代

の
伐
式
の
作
つ
た
も
の
を
取
う
入
れ
た
記
事
で
あ
り
、
逃
狩
に
王
官
の
伯
が
必
要
と
な
つ
て
現
は
れ
た
の
も
非
常
に
古

い
音
義
を
持
つ
て
ん
る
に
和
違
な
い
と
は
ふ
。
故
に
伯
が
古
く
巡
狩
に
必
要
な
存
在
で
あ
つ
た
と
す
れ
ば
、
巡
狩
が
牧

場
を
巡
る
行
事
で
あ
る
と
言
去
こ
と
を
読
明
す
る
に
好
都
合
な
論
張
と
な
る
の
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ぼ
伯
官
Ｆ
家
苦
の

鎌
定
、
選
群
特
に
馬
の
選
出
等
に
必
要
破
く
べ
か
ら
ゴ
る
存
在
で
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。

大

黄
河
の
淀
域
に
擦
つ
た
各
部
落
の
牧
場
に
相
営
獲
達
し
た
も
の
だ
つ
た
。
営
時
の
牧
場
の
状
態
を
的
碓
に
知
る
史
料

Ｌ
無
い
が
牧
場
が
各
地
に
散
在
し
た
こ
と
は
話
者
に
徴
し
て
明
ら
か
で
あ
る
。
周
耐
地
付
司
徒
に
は
枚
官
が
見
え
る
の

に
よ
つ
て
牧
場
の
存
在
は
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
る
。
先
に
基
げ
た
本
の
非
子
が
大
丘
に
接
つ
て
も
そ
の
他
の
畜
類
を
養

思
し／、
月
の
者
工
に
重
ん
せ
ら
れ
た
話
Ｌ
真
牌
的
に
牧
場
に
開
係
あ
る
記
録
た
云
へ
る
．
漢
＋
地
球
志
に
張
れ
ば
漢
の

朔
方
部
に
は
慶
牧
と
い
点
地
名
か
残
つ
て
あ
る
。
キ
経
、
周
計
武
成
に

一‐怖
朽
手
華
山
之
陽
、
及
牛
子
桃
林
之
野
」
と

言
ネ
文
が
あ
う
、
詩
経
郊
風
の
市
に
Ｌ
‐白
，牡

仁ダ
英
、
商
美
且
奨
上
た
ぁ
る
ｃ
或
に
ち
が
や
に
似
て
原
野
に
白
生
す

勤
彩
静
評
訂
訪
一▼
丸
抑
郭
！Ｔ
切
ヱ
理
班
班
つ
Ｊ
翠
弾
・平
「
主
張
一一ゼ
・・！
！！と
あ
拘
胡
■
つ
板
対
に
多
く
見
ら
れ
る
牧
革
で
あ
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桜
天
手
西
征
■
説
の
性
質
に
戒
い
て
公
中
川
壕
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一
一
四

大
古
の
女
力
者
と
質
力
者
と
の
争
覇
が
重
要
財
た
と
し
て
の
家
志
群
を
保
管
し
て
あ
る
彼
場
を
中
心
と
し
て
行
は
れ
た

こ
と
を
示
し
て
を
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
漠
民
族
に
於
て
は
牛
彼
牛
農
の
時
代
が
、
か
な
う
長
期
間
に
互
つ
た
と
雑

定
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
北
方
遊
牧
民
と
同
様
に
き
く
ほ
枚
吾
主
業
の
時
代
が
あ
つ
て
、
そ
の
占
振
し
た
地
に
は
至
る
と

こ
ろ
牧
場
を
作
つ
た
も
の
で
あ
ら
う
と
見
彼
さ
れ
る
。

是
に
就
い
て
語
記
王
制
に

一！
二
百

一
十
囲
以
烏
州
、
州
有
伯
」
と
あ
る
文
に
郊
玄
が

一！股
之
州
長
鳥
伯
、
に
夏
及
周

皆
国
牧
」
と
注
樺
し
て
を
る
の
は
注
意
を
意
か
れ
る
．
ス
、
周
鷲
の
夏
官
司
馬
に

一‐
建
独
立
監
以
維
邦
囲
」
と
あ
り
、

買
公
彦
の
Ｌ
に

「‐群
日
、
三
百

一
十
園
以
馬
州
、
州
右
牧
、
使
維
持
話
住
」
と
あ
る
。
先
に
も
述
べ
た
伯
の
地
位
を
語

る
も
の
で
牧
場
は
各
州
に
存
在
し
て
を
つ
た
こ
と
が
解
う
、
仙
は
そ
の
牧
畜
民
の
部
落
の
長
で
あ
つ
て
用
の
話
使
の
前

身
は
こ
の
や
う
な
性
質
の
も
の
で
あ
つ
た
か
と
思
ほ
れ
る
。
古
子
梁
悪
王
下
に
ほ
巡
狩
を
説
明
し
て

「
天
子
適
話
侯
日

巡
狩
、
巡
狩
考
逃
所
守
也
」
と
あ
る
が
、
巡
狩
が
何
故
に
諾
使
を
巡
る
こ
と
を
言
ふ
か
と
の
疑
問
も
直
ち
に
水
解
す
る

の
で
は
な
か
ら
う
か
っ

新
く
て
大
古
つ
市
玉
が
各
地
の
牧
場
を
巡
行
し
た
と
言
ヘ
ビ
、
そ
の
買
的
が
何
に
あ
つ
た
か
は
明
陳
で
椎
力
者
が
そ

の
勢
力
範
圏
内
に
あ
る
部
落
の
牝
場
を
順
次
も
つ
て
、
そ
こ
に
飼
養
さ
れ
た
矢
語
を
徴
較
し
た
の
で
あ
ら
う
と
想
性
さ

れ
る
。
こ
れ
は
家
著
が
最
も
重
要
な
財
症
で
あ
つ
た
時
代
に
主
権
者
が
施
行
し
た
雄
利
行
局
で
あ
う
、
家
畜
を
感
納
す

彰
一押
ヤヤ
雑
功
フ
比
ｒ”
〓
弾
著

“
ツ
す
ヤ

！
！
営
潔
り
能
ｉ‐務
イ
掲
ず

つ
た
と
考

へ
て
差
し
支

へ
な

い
だ
ら
う
。
自
分
は
是
を
以

犠
縄
擢
選
権
弾軽
躍
彊
彊
彊
ヽ

こ
の
所
論
に
し
て
若
し
そ
の
齢
す
る
と
こ
ろ
に
誤
う
な
く
、
果
し
て
大
古
の
帝
工
の
巡
狩
な
る
も
の
が
各
地
の
牧
場

を
近
歴
す
る
行
事
の
毎

へ
ら
れ
た
も
の
と
す
れ
ば
、
移
天
子
西
征
の
停
読
も
右
の
如
き
市
王
巡
狩
の
行
事
が
体
夫
ら
れ

た
の
で
は
な
か
つ
た
か
と
考
へ
る
の
で
あ
る
ｃ
移
工
の
謙
．狩
と
言

へ
ぼ
有
名
な
る
八
駿
の
乗
、
卸
ち
赤
研
、
本
雛
、
白

義
、
鮪
輸
、
出
子
、
渠
ま
、
丑
昭
、
維
耳
の
名
を
碁
】す
駿
馬
が
船
随
す
る
ｃ
主
記
奏
本
紀
に
Ｆ
起
父
以
毒
御
、
幸
於
周
移

王
、
待
張

。
洋
確

・
離
柳

ｏ
酵
耳
之
刷
、
西
巡
狩
…
…
」一
と
あ
う
、
後
漢
許

（
を

一
百
十
五
）
束
夷
体
に
は

「′移
王
後

得
暖
聯
之
乗
、
乃
使
造
父
仰
…
…
」
と
あ
つ
て
移
工
の
時
、
新
朽
種
が
出
現
し
た
の
も
何
年
か
こ
の
偉
説
が
使
良
巧
苑

集
と
開
係
が
あ
つ
た
か
た
考

へ
ら
れ

る
。

七

に
見
え
る
陽
紆
の
河
宗
氏
の
邦
で
あ
る
。
今
、
移
王
が
河
宗
氏
の
邦
に
於
て
の
文
を
た
に
引
い
て
み
る
。

在
天
手
西
在
■
説
の
比
質
に
抗

い
一
全
中
‐――
】
〕

一一
一
五

tと'T)

径   る  何  題
方  ヽか  な  に  さ
とこ ら  る  角鉛 て

信讐難客暫
す つ 女 け て
る て で ィ, _ 修
に 違  拍 f iよ 大
足 征 閣 な 子
う の の ら 体
る 事 i 範  な  に

獲喜冒モ脅
を 護 度 尤 如
奏  フ生 め   も  き
見 す た 周 周
出  る  か  の  の
末 史 と 領 帝
た 料 い 土 王

な ヵ  ゞ夕F、 タト ヵミ

ら lL こ  と  そ
ば  に  と  言  の
を な  に  つ  硬
の  い  協胃 て  二た
斜占  の   し/  も  クト
ま だ  Vこ 無  へ
で  か   ↓よ 言命 巡
を  ら  移  周  狩
認 様 天 初 的
め う 子 の 遠
る に 停 彊 征
外 竹 f ャこ 域  を
は 用 地 は 試
な す 名 ナじ み
い る  が  然  た°
 イっ イ可  と  こ
そ  ll~庭  |ま と
'と  に   事冬  角子  ヵざ

とお唇象を
天 か で ャ、 か

番 恋 詰 ダ 夢
を  ・  Vに  ｀ ィ)
一 只 あ 如 問



(SS i)

↓
末
子
百
一―～―…
４
註

の
性
ど
に
抗

い
て
（
市
川
”
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一〓

六

辛
丑
、
ア
子
面
征
至
肝
人
、
河
宗
と
手
孫
排
柏
謀
、
■
述
天
子
千
和
之
Ｐ
一、
先
豹
文
十
良
馬
二
六
、
天
手
従
井
利

琵
之
、
■
西
天
子
合
千
漆
岸
、
乃
西
釣
子
河
、
以
榊
一口
智
之
口
、
甲
辰
天
子
強
千
滲
澤
、
於
走
律
白
狐
支
体
岳
、

挑
禁
於
Ｈ
午
、
丙
キ
天
子
歓
手
河
水
之
阿
、
天
子
属
〓
師
之
人
手
椰
邦
之
商
滲
澤
之
上
、
戊
賞
天
子
西
征
市
行
、

王
子
揚
汗
之
脚
、
河
伯
無
英
之
所
都
は
、
堤
一性
河
午
氏
、
河
宗
伯
夫
逝
天
子
燕
然
之
山
、
労
用
束
鳥
加
野
、
先
白

亘
天
子
度
第
父
受
乙
、
楽
ユ
天
子
大
朝
手
燕
電
之
出
、
河
水
之
阿
、
乃
命
井
利
梁
田
、
幸
悔
六
師
、
天
子
命
古
日
、

戊
午
天
子
大
限
晃
作

ｏ
岐
杵

。
靖
脅

ｏ
爽
楓
、
本
生
而
面
、
立
子
基
下
、
官
就
佐
之
、
付
人
陳
性
各
王
可
掌
、
天

子
張
河
■
弊
、
河
京
拍
天
受
監
、
西
向
沈
斗
千
河
、
再
軒
藩
苦
、
減
流
＋
朽
家
キ
、
河
宗
同
命
手
単
天
子
、
河
伯

既
之
、
市
軍
移
所
、
女
章
永
致
用
告
事
、
市
向
再
卒
、
河
宗
文
耽
と
、
帝
Ｈ
移
満
、
示
女
本
的
之
転
、
詔
女
豊
朴

二
、
合
李
泉
七
十
、
乃
至
於
毘
朴
之
丘
、
以
秘
春
山
之
孫
、
賜
語
悔
、
天
子
受
命
、
商
向
再
弄

〔
中
陥
ご
伯
天
普

孜
河
典
、
乃
乗
堤
茨
之
乗
、
鳥
天
子
先
、
以
極
西
土
…
…

こ
れ
を
地
る
と
移
〓
は
陽
打
に
な
イ
ャ姓

張
な
る
祭
う
を
行
び
、
張

性
を
供
す
る
儀
卜式
を
馬
し
た
。
そ
れ
は
河
伯
無

ｒ
ヽ
）
夷
矛
祭
つ
た
も
の
と
思
ほ
れ
る
ぅ
さ
イ‐疾
いる
後
、
是
の
邦
に
於
て
西
征
の
道
価
が
決
せ
ら
れ
た
ら
し
く
移
王
よ

伯
天
を
案
内
者
と
し
て
西
土
を
極
め
る
こ
と
に
な
つ
た
と
言
ふ
の
で
あヽ
る
が
、
こ
の
典
薩
に
対
求
の
伯
天
な
る
も
の
が

祭
司
と
な
つ
て
お
る
こ
と
ュ
注
意
を
要
す
る
，
陽
打
末
る
地
は
何
庭
か
と
い

′
≡、
に
、
子
の
道
順
及
び
河
宗
と

・ヽ、
点
名
が

尊
辞
何
抑
セ
▼
チ
ち
が
現
ほ
れ
ち
の
に
よ
つ
て
も
雁
円
の
北
西
、
ま
河
北
逆
に
営
る
地
で
あ
る
ら
し
い
ぅ
地
間
を
弦

( 丹9 )

な
か

つ
た

か

ら

排

に
殺

全

の
竹
慣

を
有

し

た

用

に
同

化

出

衣

な

か

つ
た

と

言

Ａ

日
碑

が
作

へ
ら

れ

た
の

で

は

な

か

ら

う

か
。
期

う
言

ム
解

群

が
若

し
許

さ

れ

る
な

ら

ぼ

伯

東

の
比

の
習
慣

は
周

代

北

方

民

族

の
穀
食

せ

ぎ

る
風

々

と

一
攻

す

る

を
天
子
西
在
い
説
の
性
質
に
抗
い
て
（
市
川
”
》

工

一
七::■!

「章|



(4())

継
天
子
西
征
“
読
の
性
質
に
就
い
て
〔
市
”
勇
）

一
一
一
八

の

Ｔ

あ

る
。

た
商

子

原

道
訓

に

「
雁

門

之

北
、

狭

不
穀

食
生

と
言

メ
、
記

事

が
見

え

る

が
用

代

の
北

方

民

族

に
穀

食

の
風

々

が
無

か

つ
た

こ
と

は
、

江

上

波

夫

氏

の
研

究

か
是

を

夏
書

し
、

氏

は
旬

奴

の
飲

食

物

を
論

し

た

作

い

に
、

先

秦

の
句

奴

に
穀

食

を

用

十

風

習

ほ
年

か

つ
た

が
野

生

の
食

物

は
探

取

し

た

か

も
知

れ

浪
と

云

点

が
如

く

誠

べ
ら

れ

た

．
派
商

子

は
淀

代

に
出

来

た
幸

物

で

あ

る

が

「サ
雁

円

之

北
、

独

不
穀

貸
」

の
記

事

が
用

代

以

本

の
北

独

を

当

照

し
た

も

の

で

あ

る

こ
と

と
を

の
記

事

の
直

↑
前

に
旬
ャ奴

の
風

習

を

記

し

て

一‐
句

奴

之
薇

委

」

と

あ

う

な

が
ら

「
雁

門

之

北
、

勾

奴

…

…
」

と

鳥

さ
ず

特

に

「
独
」

と

記

し

た

の

で
明

陳

で
あ

ら
う

。
周

代

に
於

て

は

北

方

の
都

族

を

式

と
言

ひ
独

と

言

ひ
或

る
者

は
夷

と

言

ふ
名

稲

で

呼

ば

れ

て

ゐ
た

も

の

で
あ

る

が
、

無

論

、

准
商

子

記

抗

の

独

が
勾
奴

と

同

じ

も

の
■
、と

限

ら

な

４
）
只

こ

の
留
一体

の
粘

に
於

て

は
同

一
の
も

の

が
あ

る
と

思

は

れ
、
営

時

北

方

光

牧

民

の

一
特

色

で
あ

つ
た

の
だ

ら

う

。

而

し

て
ね

夷

も

文
穀

食

せ
ぎ

る
風

留

を
持

つ
て
は

つ
た

と

す

れ
ば
、

北

方

に
店

住

す

る
析
！牧

民

及

と

同
類

の

も

の
た

る

べ

き

こ
と

が
想

像

さ

れ
、

移

天

子
伸

に
現

は

れ

た

伯

天

や

肺

侑
袈

の
岸

る
も

（
無

）
英

と

同

じ

も

の

で

は

な

か

つ
た

か

と

考

へ
及

ぶ

の
で
あ

る
。

そ

の
用

の
北

方

遠

く

居

つ
た

こ
と

は
孟

子

離

婆

下

に

「
竹

夷

牌

村

、

居

北
海

之

渡

…

…
」

と

あ

る

文

が
何
等

か

そ

れ

を

幅

示

し

て
を

る

か

ヽ
知

れ
な

い
。
之

に

は

二
様

の
解

群

が
下

さ
れ

る

ぅ

北

海

の
滋

と

あ
る

の
は

一
見

奇

異

に
戚

ず

る

が
、

山

海

経

な

ど

に
援

つ
て
考

へ
る
と

北
海

と
言

つ
て

も

必
ず

し

も

北

の
海

を

指

す

わ

け

で

な

く
、

む

し

ろ

北

地

の
意

に
解

す

る

の

が
安

常

な

る

こ
と

が
解

る

。
先

茶

時
代

に

は
句

服

の
地
以

軍
∵
抑
「抑
七

珊

つ
却

ψ
抑
準
翻
合
上

の
地
那
臣
分
が
あ

つ
た
。

こ
れ
と
同
様

に
漢
土
を
世
界

の
中
心
と
用
し
、
そ
れ
を

難
勢
郵
主
主
車
一
…≡…！！―■
ユ
，■
・■
■
才
一一・■
■
■
■
■
■
！

ン
襲
襲
鵜
藤
嘘瀧韓
襲
縫
峠一咋斧
捧
葬
鱗
拓
彊
擬
雅
耀
堤ン

の
つ
た
。
北
方
に
就

い
て
言

ヘ

惑

章
≡
■
〓
一≡

≡
〓〓
≡

≡

≡
≡

≡
・

畿

( = 1 )

伯
更
、
叔
孫

を
通
矢

に
於

て
は
海
夷
、

大

丙
た

呼
ん
だ

の
で
あ
ら

う
。

た

天
子
西
在
竹
討

の
性
質

に
就

い
て
（
市
川
”
）

一一　
一　
，ス

推   減   才 つた  と  道の  た  に  に  長



( 49 )

と

大

手

西

征

■

訪

の
性

質

に

抗

い

て
全
巾
用

”
）
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一
言

一
〇

竹

の
原
義

Ｌ
市

を
意

味
す
る

こ
と

に
先

に
も

逸

べ

た

が
、

元

を

正

せ

ぼ
高

そ

の
も

の

に
外

な

ら

な

か

つ
た

。

そ

の
護

援

に
Ｌ
詩

種

小
狂

礎

鳴

の
車

吹

に

「
既

伯

牧
確

‘・
と

あ
る

の
を
読

文
を

初

の

一サ
爾
」

の
託

明

に
許

順

が

「
古

日
比

高

既

耐

！・・・
た

局

し

て
れ

を
一市

に
置

き

番

へ
、

薦

を

調

に
置

き
替

へ
て

ゐ

る

の

に

よ

つ
て
解

る
。

伯

に
高

、

聴

に
嗣

は
、

そ

の

い
づ

れ

も

同

言

同

意

で

あ

つ
た

の
で

置

き

替

へ
ら

れ

た

と

は

は

れ

る

。
前

は
読

文

に
莫

確

切

と

あ

る

が
そ

の
含

ん
で

る

る
ま

を
考

へ
る
と

攻

い

は

】
〓

一る
に

近

か

つ
た
と

は

は

れ
、

伯

ほ
奨

音

が

言
喜

ィ

で
あ

る

か
ら

そ

の
モ

舌

相

通

ず

る

こ

と

が
解

る

。
新

く

の
如

く
伯

Ｌ

市

で

あ

っ
た
と

す

れ

ば

一
方
、

朽

英

又

は
無

夷

の
お
、

無

よ
キ

ル

の
拒

め

て
相

近

い
た

こ
ん

ｉ

う

み

て
市

の
慢

字

で

に
な

か

つ
た

み
と

考

へ
ら

れ

る

，
そ

れ

が
作

年

の
際

の
談

亮

か

又

は
故

意

の
空

好

か
古

か

と
不

明

で
あ

る
。
然

し
ン
い
づ

れ

か

と

言

へ
ぼ

儒

家

の
稀

ハ、
る
伯

夷

に
対

立

し

て
活
一家

に
於

て
意

識

的

に
同

一
の

も

の
を

海

夷

と

異

稚

し

た
と

す

る

の

が
長

安

か
と

思

は

れ

る

．

さ

て
伯

東

が
馬

祭

を
鳥

す

東
、

正

し
く

は
馬

抑

を
持

つ
た
夷

で
あ

る
と

す

る
な

ら

ば
、

海

東

に
も

そ

の
形

跡

は

認

め

ら

れ

る
ぅ
先

た
も

述

べ

た

如

く

移

王

は
河
宗

氏

の
邦

に
於

て
河

竹

、

れ

英

を

祭

う
岐

牲

１‐
供

し

た

が
、

そ

の
時

の
徐

司

卜

竹

天

で
あ

つ
た

。
ね

大

を
一分
解

し

て

み

る
た
一説

文

に
志

を
一
胡
抑

也
ｒＴ

一し

て

ん

る

が
た

新

孜

で
あ

る
蔽

孜

ガ

支

挑

に

這

入

つ
た

の
と

大
腿

北

魂

時
代

Ｌ

さ

れ

て
を

う

浜

代

支

邦

人

の
蔽

教

に
摘

す

る
知

識

は

た

と

へ
停

聞

が
あ

つ
た

と

し

て

も
決

し
て
★

い
Ｌ

の

で

い

な

か

つ
た

ら

う

か
ら

多

少

知

識

が

わ
つ
た

と

す
れ

ば

単

に
「″
湖
耐

イア
一言

ふ
程

度

に
過

ぎ

な

か

・ヤ
ヤ
‐
…
ら
・巧
メ
域
わ
！荘
綿
技
つ
許
採

の
説
明
す
る
蔽

は
波
新
放
と
し
て
の
蔽
放
を
全
く
指
し
て
あ
る
わ
け
で
は
な

い
か
も

ン
ン
ン
ン
ン
ン
ン
辞
捷
震
藁
縫
蠣
曜
ン
ヽ

( 4 1 ; )

丈

に
あ

る
献

郵
ら

胡

碑

で
あ

ら

う
と

は

点
。
故

に
伯

天

性
朋

地

の
馬

祭

を

司

る
巫

を

呼

ん
だ

も

の
で

あ

ら

う
。

伯

天

が

河

伯

、

海

真

を

楽

る
伎

式

に
供

司

と

な

つ
て
十
一る

こ
と

か

ら
、

そ

う
考

へ
る

の
も
、

あ

な

が

ち
無

理

は

な

か
六

う
。

す

る
と

ヽ

東

二
矢

張
丁

ヽ

市

を
持

つ
た

夷

狭

で
伯

英

た

同

一
に
類

す

る
と

み

て
差

し
支

へ
な

い
と

思

ふ

ぅ

勿

論

、

首

時

の
東

独

の
中

に
於

て
海

英

の
み

が
馬

祭

の
智

暗

を

持

つ
イ‐浮

ろ

た

と

じ

十一長

な

い
が
胴

代

に
於

て
特

に
、

此

の
地

方

が
漢

人

の
馬

を

鵡

望

す

る
卦

照

の
地

域

で
あ

つ
た

の
を

見

れ
ば
、

単

に
そ

の
地

域

の
東

独

の
習
性

の
（

を

大

け

き

に
記

る

し
て
馬

沖

を
持

つ
た

夷

で

あ

る
と

鳥

し
た

の
も

不
思

議

は

な

い
。
或

ひ

は
、

漢

人

が
そ

の
地

へ
と

い

て
馬

祭

を
一局
し

た
こ
と

み
ら

生

，

だ
名
前

で

あ

る
と

言

つ
た
方

が

正

確

か

も

知

れ
な

い
。
左

揮

昭

公

四

年

に

「
女
一之

北

土

巧

所

生

」

と

あ

う
、

史

記
避

世

家
恵

文

王

の
十

六

年

に

一‐代

馬

、

胡

大

不
東

下
、

昆

的

之

玉

不
出

、

此

ュ
■

者
、

亦

非

王
有

巳
」

と

め
う
、

呂
密

に

「“馬

郁

宜

馬

」

と

見

え
、

そ

れ

が
後

に
漢

の
馬

凸

と

な

つ
た

の

は
古

水

よ

う
知

ら

れ

た

ヽ

産

地

を

秦
江

に
至

つ
て
斯

く

呼

ん
だ

も

の

で
、

是

を

見

て

も
対

の
北

方

が
高

産

地

と

し

て
古

本

た

だ

し

く
注

目

さ

れ

て
を

つ
た

こ
と

，
知

ら

れ

る

）
漢

人

が
そ

の
所
右

馬

の
品
質

下
落

を

防

止
す

る
鳥

に
納

北

の
原

野

よ

り
新

狂

を

求

め

ん

と

し
た

の

は
着

無

で
、

経

え

ざ

る
戦

乱

に
軍

馬

と

し

て

の
優

良

馬

を

熱

心

に
欲

求

し

た

こ
と

は
禁

す

る

に
難

く

な

い
。

又
、

民

族

唐

健

の
末

歴

が
う

に
特

別

の
醐

心
と

執

清

を
持

た

し

め

た

か

も

知

れ

な

い
。
と

水

、

取

者

や
れ

に
開

す

る
作

読

の
彫

だ

し

い
所

以

も
斯

様

な

事
席

に
由
本

し

て
を

る

め
だ

ら

う

。

出

石

誠
彦

氏

は
天
馬

考

な

る
論

文

中

に
先

ｉ本

の
北

荘
天
子
西
“
■
流
の
性
質
に
就
い
て
ハ
市
川
”
）

一一
一一
一
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在
天
子
西
征
偉
誠
の
性
質
に
就
い
て
（
市
川
”
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一ご
〓
一

方
声
ヽ
と
漢
土
と
の
開
係
に
就
い
て
論
及
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
こ
の
時
代
に
於
て
の
漠
土
の
馬
が
大
腱
麦
古
系

統
，
馬
で
あ
つ
た
こ
と
を
論
せ
ら
れ
、
且
つ
漢
人
の
巧
に
対
す
る
微
求
の
異
常
な
る
も
の
が
あ
つ
た
こ
と
を
も
力
計
さ

れ
た
。
さ
れ
ば
伯
夷
が
古
く
そ
の
徳
を
稲

へ
ら
れ
た
の
も
、
漢

人
に
最
も
開
心
を
使
か
せ
た
ヽ

産
地
の
英
舟
いと
し
て

古
水
４
敬
さ
れ
た
の
で
に
あ
る
ま
い
か
。
術
、
そ
の

一
面
に
伯
夷
の
園
と
の
交
渉
が
音
然
あ
う
得
た
こ
と
も
考

へ
ら
れ

る
３
斯
様
に
考
へ
て
末
る
と
、
穆
王
が
用
の
殖
域
外

へ
送
狩
的
遠
征
を
試
み
た
と
す
れ
ば
先
づ
此
の
邦
を
目
標
に
し
た

た
兄
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
．

八

移
天
子
偉
を
見
れ
ば
、
移
Ｉ
の
西
征
は
大
憎
、
工
控
に
匝
分
す
る
こ
と
が
門
水
る
。
帥
ち
第

一
段
は
、
穆
王
が
用
よ

う
北
上
し
て
陽
打
の
河
宗
氏
ま
で
の
遠
征
で
あ
つ
て
河
……‥…
御
友
に
地
へ
ら
れ
て
此
の
邦
に

這
八
う
独
十
鳥
し
、
大
規
枝

な
刊
台
的
行
事
を
行
こメ～
、
又
犠
牲
を
供
す
る
仕
式
が
行
い
れ
、
巫
と
問
答
す
る
場
面
が
展
開
さ
れ
て
後
、
西
征
の
行
程

が
決
せ
ら
れ
、
伯
天
が
天
子
の
先
を
角
し
て
西
土
を
極
め
る
こ
と
に
な
つ
た
と
言
去
。
第
二
段
は
河
宗
の
邦
よ
う
八
破

に
乗
つ
て
、
造
父
、
商
ヤロ
を
御
右
と
鳥
し
次
の
事
に
ね
天
を
乗
車
さ
せ
て
、
参
百
、
奔
☆
を
御
右
と
鳥
し
西
征
を
頼
け

て
呈
結
に
至
う
、
西
王
母
に
至
う
、
西
土
を
極
め
た
後
再
び
陽
村
を
過
ぎ
て
用
に
婦
著
し
た
し
そ
の
往
後
の
記
事
で
あ

る
３
は
ふ
に
此
の
第

一
段
に
、
多
少
史
資
が
含
女
れ
て
ヶ
宮

の
で
は
な
か
ら
う
か
じ
田
語
及
び
兄
記
に
は
移
■
が
北
に

歌
勤
教
諏
勲
評
セ
新
ネ
輪
指
一サ
評
計
■
朝
ヤ
平
均
！！！るメ
ヤ
‥‐の
ｉｆ
コ
押
一
つ
―！ｉ内溶
北
！至
！つ
て
は
誠
に
練
秒
た
る
も
の
で
筑

ぽ
樺
龍
鶴

纏
窪

耀
躍

撻

襲

壌

捷

擢

鶴

鵠

彊

擢

罐

姿

錠

(45ぅ

に

！ヽ今

自

大

塁

伯
”士

之
准

也

、

大

或

氏

以

英

駐

末

王
」

と

言

ふ
記

事

が
あ

る

。

そ

の
大

戎

の
職

と

は

何

を

指

す

の
で

あ

ら

う

か

３
外

に

文
献

の
役

す

べ
き

も

の
上
鬼

あ

た
ら

な

い
。
そ

の
大

卒

伯

士

の
集

解

誰

に

一‐徐

監

国
大
戒

之

君

生

と

ぁ

る

か

ら
勿

論
漢

人

が
附

け

た

名

に
相

進

な

い
が
大

成

に
れ

手

を
冠

す

る
介

長

が
を

つ
た

と

み

え

る

。

大

式

の
職

と
言

ふ

の
は

何

で
あ

つ
た

ら

う
か

．

営

時

未

だ
漢

人

の
不

枠

キ
な

大

掟

特

有

の
技

術

が
あ

つ
イし
そ

れ

を

新

Ｌ
′
た

も

の

で

あヽ
ら

う

。

そ

れ

は

兎

も
・角
或

る
時
代

よ

う
大

戒

と

の
変

捗

が
あ

つ
た

こ
と

に
間

進

ひ
な

い
。
然

ら

ぼ

こ

の
大

戎

の
位

置

は

一！
移

王

北

征

犬

戎
」

と

あ

る

か

ら
周

の
北

方

た

る

こ
と

は

明

疎

で
あ

う
移

圧

の
巡

狩

し

た

河
宗

氏

な

る
邦

印

ち

朽

英

と

方

角

が

一
致

す

る
ｃ

白
鳥

鷹

市

博

士

ほ
用

代

の
戎

は
西

頼

種

と

斬

定

さ

れ

た

）
故

に
戎

が
か

水

上

流

域

へ
進

出

し

た

と

す

れ

ば
、

営

然

そ

こ

に
菱

古

前

そ

の
他

の
種

族

と

混

み

あ

つ
て
複

雑

な
異

民
族

制

店

の
作

枕

を

単

し

た

で
あ

ら

う
っ

穆

天

子
停

を

一
に

一，
乙

酉

天
子

北

升

子

亘
、

天

手

北

征

手
大

文

、

大

成

己

胡

賜

天
子

子

首

水

之

陽
」

と

あ

る

の
を

兄

れ

に
、

大

☆

と

胡

種

を

一
諸

に
牧

う
数

つ
て

ゐ

る
や

う

で

あヽ
る

か
ら
、

北

に
大
式

を

征

す

と

言

つ
て

も
、

キ

く

史

資

の
作

承

の
間

に
種

族

の

移
動

が

行

は

れ
北

方

へ

逮

征

し

た

の
を

言

ひ
俸

へ
の

不

碇

女

か

ら
森
だ

大

戒

へ
遠

征

し

た

こ
と

に

・在

っ
た
と

見

ら

れ

な

い
こ
と

も
な

い
か

ら
移

王

の
済
一征

に
必
ず

し

も
、

西

戒

都

と

し

て

の
大

戎

を
指

し

た

と

し
な

く

と

も

ょ

く

は
な

い
か

３
囲

語

を

一製
及

び
上

記

周

本

紀

の
文

に

よ

る
と
移

一

が
大

或

を

“

し

て

四
白

槙

、

四

白
性

を
得

て

師

つ
た
と

し
た

の

は
、

そ

の
遠

征

の
森

呆

が
不
成

績

だ

つ

た
こ
た
手

一示
峻

し

た

も

の
で
あ

る

が
、　
こ

れ

よ
秘

工

の
北

在

に

継

丈
子
巧
征
に
説

の
性
賞

に
札

い
て
（
市

―――

ル
）

一
一
十
一
一一一
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，

天

子

西

在

“

註

の
性

質

に

就

い
て

食
中
州

”

）
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一
ご

一
四

鞠
す
る
障
乱
を
材
料
と
し
て
儒
家
が
作
う
上
げ
た
一
電
話
に
過
ま
な
い
。
も
と
よ
う
移
工
と
称
十
る
女
れ
の
帝
ｉ
が
存

在
し
た
か
否
か
と
た
だ
疑
は
し
く
、
な
し
ろ
そ
の
存
在
を
各
然
否
定
し
た
方
が
長
に
近
い
と
は
は
れ
る
の
で
あ
る
が
然

し
資

際

に
凍

て
支

る
帝

王

が
年

代

不

明

の
時

代

に
於

て

で

は
あ

る
が

そ

の
傾

土
外

深

く

道

征

し

た

手
安

は
確

か

に
あ

つ

た

に
相

違

な

い
ぅ

そ

れ

は
す

の
江

公

に
抗

い
て
見

て

も
鮮

る

．
管

子

の
封

耐

に
在

公

の
■

と

し

て

「‐界

人

北
代

山

戒
、

過

孤
竹
、

西

代

大

夏

、

ル

流

か
、

本
ち

懸
車

、

上
斗

耳

元

出
、

商

伐

至

召
陵
、

苓

葉

耳

之

由
、

以

望

江
漢

…

…

」

卜
．あ

う
、

主

記

（
を

三
十

二
）

荘

大

公

世

次

第

二

に

「
（
肛

公

】

一
十

三

年

山

戒

伐

荘

、

燕

告

者
於

イ
、

■

祖

公
故

兼
、

近
代

山

戎
、

三

孤

竹

市

送

」
と

め
う
、

こ

の
文

の
中

の

一‐
追

孤

竹

」

雲

工
孤

竹

市

選

」

と

あ

る

の
は
、　
孤

竹

が
史

記

州

本

紀

及

び
仙

ダ

列
“

……二
討

／
ｆ
、
と

こ
ろ

の
伯

夷
枚

者

”
邦

で

あ
る

だ

け

に
、

■

の
手

遣

子
成

ず

る

の
で

あヽ

る

ガ
然

し

こ

れ

を

必

ず

Ｌ
′
も
な

の
一也
公

力
車

蹟

と

見

化

す

必
要

Ｌ

な
く
、　
む
し

ん
十

代

の
或

る
賓

力
子

が
成

独

を

伐

ち
、

川

の
価

上
外

へ
進

征

し

た
事

賓

ガ

め
う
、

そ

れ

が
本

秋

時
代

へ
持

つ
た

の
を

内

容

を
誇

大

に

Ｌ
′
て
桓

公

の
事

厳

に
常

て
次

あ

た

も

の
で

ｒ

な

い
か

Ｌ
考

へ
ら

れ

る
。

園

語

月

誌

に
蔵

な

が
歴

戎

を
伐

ろ
駆

加

を

た

て
姉

う
、

そ

れ

が
殺

瑞

た

な

つ
て
所

謂

騒

姫

ら

飢

な

る

も

の
が
生

し
た

の
も

治

家
漢

民
族

と
異

民

族

と

い
な
期

を

誰

む
瓜

が
あ

つ
た

の

に
な

る

計

話

で

あ
る

が
、

此

の

話

に

は
戎

依

を
使

つ
こ

と

の
非

を

昭

示

し

て
と

る
鞘

も

あ

る

の
で

あ

る
。

移

王

が
大

式

を
伐

た

ん

と

し

て
祭

公

、

謀

父

戸
謀

言

し

た

が
籍

き

入

れ
ず

★

戒

を

在

し

て

四
白

覆
、

【
白

庇

を

得

て
姉

つ
た

と

言

点
討

討

も
戎

独

と

事

を

椎

へ
る

こ

子
セ
勒
訴
抑
セ
嘉
■
☆
！も
つ
て
ギ
一批
つ
■
柄
ｒ
＝
ず
怖
み
■
す
扱
！大
遠
征
ｉし
掟
新
気
の
あ
る
イ
が
あ
つ
た
ら
う
こ
と
を
示

つi

蓑
イ`こ予

菱
じ

ポ
今 (

在
ヒ↑'

だ
らi

,|

韮
主
る|

,さf

古
代
ゆ |

涯
力|
者|

分
巡!

狩
の

行挙
事
と
‐

周
の1畳
■|デ

撃|
ヵゞ|す
北‐t玉

( 4 T )

S 議繁症晶
の に の た み

塩ぎ暑を8
す 推  も  天  ｀

金, | ! 7 麗元
手r  ｀ テ電 で  に
で 共京 の  あ  昴中
あ 子  一  ェ)付 ||
に) _た  1汗  う  “恐
う 帝 : F I  °想°  ｀
 力 】 し  を
王 封し か 力H
子 方  も 味
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